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学部向けの 2 つのサーバ群にそれぞれに応じた開講科目と履修情報が登録され、教務システムとのデ
ータ連携や学内情報システムとのIDとパスワードの一元化も実現した。さらに、この取組の実施促進
と取組成果を継続的に教育改善に生かすため、CEASの授業支援機能の拡張や、授業コンテンツの共
有/再利用の支援、コンテンツの公開および公開用のコンテンツ制作の支援を行うシステムの開発が
行われた。図 1 はそれらのシステムを要素とする教育活動支援と公開の枠組みを示す。この中で「教
えと学びのショーケース」（図 2 ）は、教えのショーケースで教育実践事例を掲載し、学びのショー
ケースでは授業で利用された公開可能なコンテンツを掲載している。

2006年 9 月からは事務部門の再編により教務センターが発足し、その中の授業支援グループがICT
を利用した教育を含め教員の授業実施の支援を行う体制が整えられた。

2007年 3 月の現代GP取組終了後、CEAS関連システムは経常経費で運用を継続するとともに、「教
えと学び連環室」が発足した。教えと学び連環室は、教えと学びのショーケースの運営、授業コンテ
ンツの継続的な蓄積と利用促進、ICTを活用した教育実践の研究と交流、教材開発の支援・学習アド
バイス・各種システムの運用と利用支援などを行い、また 2 つの研究グループを設け、教育実践の研
究、ICT活用システムの研究を行っている。

2 ．現状
ICTを活用した教育の学内での基盤となっているCEASの利用状況を2004年度からの推移も含めて

図 3 に示す。2007年度では、年間755科目で教員371名、学生16,193名がCEASを利用した。教員の
CEASの利用は、授業資料の掲載から、レポートやアンケート機能の利用、電子掲示板やFAQなどの
コミュニケーション機能の利用など、教員の担当科目の教育方法に応じ多様な形態で利用されている。
さらに、カリキュラムに記載された正課教育以外では、入学前教育や高大接続教育の取組などにも利
用されている。

このように関西大学においてCEASの利用が拡大している要因として、CEASが「授業支援型」の
e-Learningシステムであることがあげられる。

「授業支援型」であるとは、担任者からみたシステムのユーザインターフェイスにおいて、
① �　機能のグループ化が、授業の準備、実施、成績の評価という担任者のワークフローに適合し

ていること、
② �　教材の配置が、授業ごとにまとめられていること（「授業回数毎教材配置表現」）、

である。図 4 に示す担任者のTopページでは、担任者が授業前に行う教材の作成や登録作業、当該授
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業回への割付、授業実施時の操作（事前確認）、授業後のレポートや小テストの管理/評価、その他の
コミュニケーションツールなどの機能がグループ化して配置されている。図 5 の「授業実施画面」例
では、第13回目の授業に各種の教材の割付けられている状況が容易に把握できる。

この授業支援型であることに加えCEASの次の特徴、
●�教務管理的な負担の軽減に配慮：出席確認と修正、小テストの一斉実施と学生による自己採点、

採点や提出物の「一括確認」、など
●基本機能の洗練と教員の使い方の「工夫」重視：多機能化や成績評価の自動化を避ける

が、関西大学における教員のCEASの自発的を促進し、利用の拡大につながっている。
ICTを活用した教育活動支援の進め方は、関西大学でのCEAS利用の教員の中への広がりを一つの

成功事例とみなせば、「授業支援から始めて教育支援に展開」ということが、ICT活用教育普及の一
つのプロセスモデルであるといえる。

ICTを活用した教育実践が広がる中で分かってきたこととしては、
●�ICTの活用により教員の負担は減らない。教務管理的な負担は減るが、教育内容に関する負担が

増加する。結果としては教育の質の向上には寄与する。
●�学力の低下や多様化が進行する中で、ICTの利用は、学生の学力の現状把握の手段として有効で

あり、FDの出発点となる。
●�教員の参画を促すには、カリキュラムやシラバスでICTを利用することを明示することが、教員

に対する「強制力」となる。
などが、あげられる。

関西大学では、ICTを活用した教育活動を支援するためのシステムと体制の強化を継続して推進し
ている。

CEASの学習支援やコミュニケーション機能を強化するため、北米の主要大学が開発しているオー
プンソースのSakai CLEや汎用CMSとCEASを連携させるシステムの開発を進めている。また、コン
テンツ制作を継続的に支援する体制も整いつつある。さらに、大阪大学など他大学との協力関係も支
援システムやコンテンツの相互利用を通して進んでいる。

図 4 　ワークフローを反映した機能のグループ化表示 図 5 　授業回数毎の教材配置表現の例
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3 ．教育実践事例集
教えと学びのショーケースの「教えのショーケース」には、CEASを利用した教育実践事例が掲載

されている（図 6 ）。教員から提供された原稿は、教えと学び連環室で公開用に処理を行い逐次掲載
している。

現在掲載されている実践事例のタイトルと著者の所属
は、次のとおりである。
・�CEASを使った外国語（英語）のための授業モデル
（外国語教育学研究科）

・�CEASを使った初級中国語（中国語）のための授業モ
デル（文学研究科）

・�2006年度中国語初級クラスでの実践報告（文学部）
・�CEASを使った初年次教育の試み（同上）
・ �「西洋古代・中世哲学a」（同上）
・教育方法・技術論　初回授業の実践事例報告（同上）
・グループ討議を中心とした心理学英文テキスト講読演

習の試み（同上）
・Concerning the Legal Use of Copyrighted Audio-Visual Materials on the CEAS Network（同上）
・BBS（掲示板）を利用した共同型授業（同上）
・大規模講義における双方向授業の試み（経済学部）
・西洋経済史での取り組み（同上）
・CEASと連動する簿記コースウェアの改良とそれを用いた教育実践例について（商学部）
・「わかったつもり」を乗り越える協同学習と学生の声を聴く耳としてのCEAS（同上）
・ゼミナール指導における教えと学びの相互作用事例（社会学部）
・CEAS利用開始前後でのICT利用の変化について（総合情報学部）
・CEASを用いた講義における教材ファイルの工夫について（同上）
・「理解度チェックテスト」による復習の動機付けと「虫食いプリント」の活用（工学部）
・Web型自発学習促進クラス授業支援システム（CEAS）を用いた工学系専門教育の実施事例（同上）
・�建築構造力学 4 （2005年秋学期）（同上）
・�理科系科目に対する自発学習促進スパイラル教育法（同上）
・�CEAS導入状況の紹介と使用に関する考察（同上）
・�地盤の力学をCEASによってより深く理解する（同上）
・�授業支援型e-LearningシステムCEASを利用した工学部ESP教育の試み（同上）
・�授業支援型e-LearningシステムCEASの研究室活動への適用（同上）

以上のタイトルから推測されるように、実践対象分野は文系から理系を広くカバーしている。ICT
を利用した有効な教育方法の開発は、教えと学び連環室の継続した研究テーマである。

文責：関西大学教えと学び連環室　冬　木　正　彦

図 6 　教えのショーケース
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